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令
和
4
年
神
山
町
議
会
第
2
回
臨
時

会
が
7
月
27
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
2
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。補

正
予
算

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　
今
回
の
予
算
で
可
決
さ
れ
た
事
業
で

は
、
児
童
福
祉
費
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
4
5
万
円

を
追
加
し
、
69
億
8
3
1
3
万
1
千
円

と
し
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
改
修
工
事

　
す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
（
神
領
）
の
屋

根
雨
漏
り
修
繕
工
事
に
お
い
て
、
円
安

や
資
材
の
高
騰
及
び
令
和
4
年
4
月
1

日
か
ら
石
綿
の
事
前
調
査
結
果
報
告
制

度
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
工

事
請
負
費
を
追
加
。

そ 

の 

他

　
令
和
4
年
度
中
央
区
域
大
埜
地
地
区

配
水
池
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

工
事
概
要
と
し
て
は
、
配
水
池
築

造
・
電
気
設
備
・
配
水
管
布
設
（
延
長

2
7
5
・
5
メ
ー
ト
ル
）、
送
水
管
布

設
（
延
長
2
7
6
・
9
メ
ー
ト
ル
）
の

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

神
山
町
議
会

第 

2 

回 

臨 

時 

会

�

2
議
案
を
可
決
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総
務
課

第
33
回�

徳
島
県
消
防
操
法
大
会

　

令
和
4
年
7
月
18
日
（
海
の
日
）、

徳
島
県
消
防
学
校
を
会
場
に
第
33
回
徳

島
県
消
防
操
法
大
会
が
4
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
神
山
町
を
代
表
し
て
神
領
分

団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し

ま
し
た
。

　
今
大
会
か
ら
、
操
法
実
技
の
一
部
見

直
し
が
行
わ
れ
、
画
一
的
な
動
作
部
分

を
削
除
、
現
場
で
の
消
火
活
動
に
即
し

た
形
の
実
技
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
選

手
達
は
4
月
26
日
か
ら
訓
練
を
開
始

し
、
本
番
ま
で
の
約
3
ヵ
月
、
神
山
消

防
署
の
指
導
の
下
、
厳
し
い
訓
練
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、
県
下

か
ら
12
分
団
が
出
場
し
、
神
領
分
団
は

3
番
目
の
演
技
順
と
な
り
ま
し
た
。
今

大
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
無
観
客
開
催
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
り
静
か
な
緊
張
感
の
中
、
競

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
競
技
に
は
速
さ
と
正
確
さ
の
両
方
が

求
め
ら
れ
、
一
連
の
動
作
に
こ
れ
ま
で

の
訓
練
の
成
果
が
現
れ
ま
す
。
選
手
達

は
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
培
っ
た
節
度
と

技
術
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
採
点
基
準

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
速
さ
」
で
は
、
全

体
で
2
番
目
に
速
い
タ
イ
ム
を
出
し
健

闘
し
ま
し
た
が
、
優
勝
に
は
あ
と
一
歩

及
ば
す
、
4
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
全
員
が
訓
練
の
成
果
を
出
し
切
っ

た
素
晴
ら
し
い
演
技
で
し
た
。

　
訓
練
か
ら
大
会
ま
で
、
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
神

山
町
消
防
団
は
、
団
員
一
同
地
域
住
民

の
安
心
安
全
確
保
の
た
め
、
な
お
一
層

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

神
領
分
団
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

指
揮
者
　
北
　
山
　
敬
　
典

�

（
神
領
分
団
第
4
部
班
長
）

一
番
員
　
朝
　
倉
　
健
　
斗

�

（
神
領
分
団
第
1
部
団
員
）

二
番
員
　
阿
　
部
　
晃
　
幸

�

（
神
領
分
団
第
7
部
団
員
）

三
番
員
　
駒
　
形
　
良
　
介

�

（
神
領
分
団
第
3
部
団
員
）

補
助
員
　
谷
　
　
　
良
　
人

�
（
神
領
分
団
第
7
部
団
員
）

神
山
町
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
に
つ
い
て

　
神
山
町
の
公
共
交
通
が
変
わ
る
こ
と

を
受
け
て
、
神
山
町
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
事
業
の
内
容
も
変
わ
り
ま
す
。

　
変
更
点
は
左
図
の
通
り
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

神
山
町
営
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、
神
山

町
営
バ
ス
回
数
券
の
交
付
を
廃
止
し

ま
す
。

※�

令
和
4
年
度
ま
で
に
1
度
で
も
交
付

を
受
け
た
方
は
、
以
降
交
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
神
山
町
役
場
総
務
課
交
通

防
災
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

役場からの

Information 
from Kamiyama Town Hall

お 知 らせ

交付するもの

・�神山町営バス回数券
・�徳島バス㈱が発行す
る普通回数券
・�神山町商工会が発行
する商品券

　廃止
・�徳島バス㈱が発行す
る普通回数券
・�神山町商工会が発行
する商品券

申請回数

毎年度 1回

新規申請
1回のみ

年　　度

令和 4年度

令和 5年度
以降
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教
育
委
員
会

第
47
回

神
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
6
月
4
日
・
18
日
の
日
程
で
、
神
山

町
民
総
合
運
動
場
（
神
山
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
お
よ
び
旧
鬼
籠
野
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
47
回
神
山
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
計
5
試
合
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
会
場
を
2
カ
所
に
増
や

し
、
各
チ
ー
ム
の
協
力
に
よ
り
短
い
期

間
で
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
決
勝
は
、
2
試
合
を
通
じ
て
安
定

感
を
見
せ
た
寄
井
体
協
が
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

開
催
日
詳
細
と
結
果

一
回
戦

　
中�

津�

体�

協（
23

－

10
）広�

野�

体�

協

　
鬼
籠
野
体
協（
15

－

7
）阿
川
ト
ン
ネ
ル
ズ

二
回
戦

　
寄�

井�

体�

協（
21

－

6
）中�

津�

体�

協
　
紅
葉
ク
ラ
ブ（
5

－

17
）鬼
籠
野
体
協

決
勝
戦

　
寄�

井�

体�

協（
9

－

0
）鬼
籠
野
体
協

「
水
平
社
宣
言
」
か
ら
百
年

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」

　
皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
中
学
校
の
社
会
科
の

本
に
出
て
い
ま
す
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

1
0
0
年
前
の
大
正
11
年
（
1
9
2
2

年
）
3
月
3
日
京
都
岡
崎
の
公
会
堂
で

全
国
水
平
社
創
立
大
会
が
開
か
れ
、
こ

の
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
部

落
差
別
に
苦
し
む
全
国
の
人
々
が
、
差

別
か
ら
の
解
放
を
目
指
し
て
団
結
し
た

集
会
で
す
。
冒
頭
の
言
葉
は
、
宣
言
文

の
最
後
を
締
め
く
く
る
言
葉
で
す
。

　
大
正
11
年
は
、
明
治
4
年
の
解
放
令

か
ら
50
年
経
過
し
た
年
で
す
。
四
民
平

等
が
告
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

部
落
の
人
た
ち
は
い
わ
れ
の
な
い
差
別

を
受
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
終
戦
後
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
掲
げ
た
日
本
国

憲
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
部
落
差

別
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ

と
日
本
政
府
が
部
落
差
別
を
同
和
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
差
別
解
消
に
立
ち

向
か
っ
た
の
は
昭
和
40
年
（
1
9
6
5

年
）
に
出
さ
れ
た
同
和
対
策
審
議
会
答

申
で
し
た
。
そ
の
後
次
々
と
時
限
立
法

が
制
定
さ
れ
、
行
政
が
本
格
的
に
住
宅

や
道
路
な
ど
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、

見
か
け
の
部
落
差
別
は
解
消
し
ま
し
た

が
、
意
識
的
な
差
別
は
残
さ
れ
た
ま
ま

で
し
た
。

　
水
平
社
宣
言
が
出
さ
れ
た
1
0
0
年

前
と
比
べ
る
と
、
今
で
は
誰
で
も
が
自

由
に
発
言
・
発
信
で
き
る
世
の
中
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
、
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
、
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

差
別
や
偏
見
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

人
権
侵
害
な
ど
、
新
た
な
人
権
問
題
が

次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
水
平
社
宣
言
の
文
言
に
は
、
す
べ
て

の
人
が
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社

会
の
実
現
を
願
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め

に
考
え
ら
れ
た
言
葉
で
す
が
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
（
人
権
侵
害
）
を
な
く
し
て
い

こ
う
と
す
る
考
え
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
1
0
0
年
前
の
人
々
の
熱
い
思
い
を

今
一
度
振
り
返
り
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
心
豊
か
な
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
差
別
を
な
く
し
て
い

く
行
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
平
社
宣
言
（
一
部
要
約
）

　
全
国
に
散
在
す
る
部
落
の
人
々
よ
、
団

結
せ
よ
。

　
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
人
間
を
尊
敬
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
解
放
し
よ
う
と

す
る
運
動
を
起
こ
し
た
の
は
当
然
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
心
か
ら
人
生
の
熱
と

光
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
水
平
社
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。

　
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
。

↑優勝　寄井体協

↓準優勝　鬼籠野体協
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徳
島
駅
伝
名
西
郡
候
補
選
手

合
同
練
習
会

　
令
和
5
年
1
月
3
日
か
ら
5
日
の
間

徳
島
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
て
、7
月
30
日・31
日・8
月
20
日・

21
日
の
4
日
間
、
神
山
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
石
井
町
前
山
公
園
、
佐

那
河
内
村
大
川
原
高
原
に
お
い
て
、
徳

島
駅
伝
名
西
郡
候
補
選
手
合
同
練
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
練
習
会
に
は
、
名
西
郡
内
3
校

の
中
学
校
の
生
徒
、
一
般
選
手
、
あ
わ

せ
て
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
神
山
中

学
校
か
ら
は
、
1
名
の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
大
会
に
向
け
て
各
学
校
で

の
練
習
や
合
同
練
習
会
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
2
0
2
2

　
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年
と
2
年

続
け
て
延
期
と
な
っ
て
い
た
神
山
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
招

聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
年
の
秋
の
実
施

に
向
け
て
、現
在
、事
務
局
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
来
日
の
準
備
・
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。全
て
が
順
調
に
進
み
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
来
日
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
9
月
1
日
よ
り
来
日
し
、
町
内
で

の
制
作
活
動
に
入
り
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
選
考
会
で
１
０
０
名�

以
上
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、�

ジ
ェ
イ
ミ
・
ハ
ン
フ
リ
ー
ズJaim

e�
Hum

phreys

（
英
国
）、エ
ー
ヴ
ァ・ウ
ェ

シ
ョ
フ
ス
カEw

a�W
esołow

ska

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
ル
ー
ス
・
ペ
ウ
フ
コ

ヴ
ィ
ッ
チLuz�Peuscovich
（
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
／
ス
ペ
イ
ン
）
の
3
名
が
2
年

越
し
の
来
町
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
お
気
軽
に
参
加
い
た
だ

け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
催
予
定
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
神
山
で
の
滞
在
や
出

会
い
か
ら
ど
の
よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ

る
の
か
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ

　
10
月
2
日　
10
時
〜

展
覧
会

　
10
月
30
日
〜
11
月
6
日
、
11
月
12
日　

＆
13
日
（
時
間
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
）

ア
ー
ト
ツ
ア
ー

　
10
月
29
日　
10
時
〜

※�

諸
事
情
に
よ
り
各
日
程
に
変
更
が
生

じ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
イ
ン
神

山
／
神
山
で
ア
ー
ト
」
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
っ
て
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
中
止
、

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

K
A
I
R
2
0
2
2

各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。

≪ It’s�just�a�matter�of�Time≫
エーヴァ・ウェショフスカ�2017

≪ TIDE ≫
ルース・ペウフコヴィッチ�2018

≪Under�Construction�Ad�Infinitum≫
ジェイミ・ハンフリーズ�2018
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住
民
課

犬
・
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
の

助
成
に
つ
い
て

⃝
補
助
対
象
者

☆�

神
山
町
に
住
所
を
有
し
、
犬
・
猫
を

飼
わ
れ
て
い
る
方

☆�

犬
に
つ
い
て
は
、神
山
町
に
登
録
し
、

助
成
年
度
に
お
い
て
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
し
た
飼
育
者

☆�

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⃝
助
成
金
額

　
手
術
一
件
に
つ
き
、
5
、0
0
0
円

⃝
申
込
方
法

　
官
製
往
復
は
が
き
に
よ
り
、
徳
島
県

獣
医
師
会
（
〒
7
7
1

－

8
0
0
7　

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
3
番
6
号
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
記
載
事
項

　
飼
い
主
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年
齢
、
性
別
、

毛
色
、
犬
に
つ
い
て
は
、
犬
の
登
録
番

号
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番
号
を

そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

返
信
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
期
間

　
令
和
4
年
10
月
中
（
必
着
）

⃝
そ
の
他

※�

必
ず
手
術
を
受
け
さ
せ
る
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
手
術
後
の
申
込
み

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

助
成
が
受
け
ら
れ
る
件
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
申
込
者
の
す
べ
て
が
助

成
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で
の
証
明
書
交
付
に
つ

い
て

　
左
記
の
郵
便
局
で
表
の
証
明
書
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
近
く
に
お
住

ま
い
の
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
証
明
書
は
本
人
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
委
任
状
等
で
他
者
の
証
明
書

を
と
る
場
合
は
、
役
場
本
庁
又
は
広
野

支
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▪
取
扱
郵
便
局

　
川
又
郵
便
局
・
今
井
郵
便
局
・
鬼
籠

野
郵
便
局
・
阿
野
郵
便
局

▪
取
扱
時
間

　
平
日　
午
前
9
時
か
ら
17
時
ま
で

▪
必
要
書
類

　

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
等
）、
手
数
料

※�

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
方
は
印

鑑
登
録
書
（
赤
い
手
帳
）

※�

軽
自
動
車
の
登
録
に
使
用
す
る
場
合

は
無
料
で
す
。

支
所・各
公
民
館
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

　
こ
れ
ま
で
、
申
請
が
で
き
る
の
は
本

庁
住
民
課
の
み
で
し
た
が
、
令
和
4
年

10
月
か
ら
支
所
・
各
公
民
館
で
も
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
無
料
で

顔
写
真
を
撮
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

《
必
要
書
類
》

　
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
Q
R
コ
ー
ド

付
き
交
付
申
請
書

　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど

写
真
付
き
は
1
点
ま
た
は
健
康
保
険
証

な
ど
写
真
な
し
は
2
点
必
要
）

徳
島
バ
ス
路
線
の
再
編
に
つ
い
て

　
令
和
4
年
10
月
1
日
か
ら
徳
島
バ
ス

の
神
山
線
・
佐
那
河
内
線
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

1
．「
神
山
線
」
の
再
編
に
つ
い
て

　
神
山
線
の
名
東
経
由
が
廃
止
さ
れ
、

一
部
便
が
延
命
経
由
に
な
り
ま
す
。（
路

線
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

2
．
バ
ス
停
の
移
設
に
つ
い
て

　
鬼
籠
野
旧
道
の
「
鬼
籠
野
」、「
鬼
籠

野
中
分
」停
留
所
、青
井
夫
旧
道
の「
青

井
夫
」
停
留
所
は
国
道
4
3
8
号
線
沿

い
に
移
設
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
鬼

籠
野
旧
道
、
青
井
夫
旧
道
は
通
ら
な
く

な
り
、
新
国
道
側
を
走
行
し
ま
す
。

※
上
角
、役
場
前
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

証明書の種類 手数料 請求できる方
戸籍の全部事項証明書
（戸籍謄本） 450円

本人又は同じ戸籍に記録
されている者戸籍の個人事項証明書

（戸籍抄本） 450円

住民票の写し（世帯全
員又は世帯の一部）※ 350円 本人又は同一世帯の者

戸籍の附票
（全員又は全部） 350円 本人又は同じ戸籍に記録

されている者
印鑑登録証明書 350円 本人
納税証明書 350円 本人
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

3
．�

佐
那
河
内
線
の
病
院
等
へ
の
乗
り

入
れ
に
つ
い
て

　
佐
那
河
内
線
に
於
い
て
日
中
時
間
帯

を
中
心
に
「
協
立
病
院
、
亀
井
病
院
、

佐
那
河
内
村
役
場
」
に
乗
り
入
れ
し
ま

す
。
た
だ
し
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
は

乗
り
入
れ
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
徳
島
バ
ス
（
株
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課

第
72
回
“
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
”
出
発
式

　
7
月
4
日
、
名
西
郡
保
護
司
会
に
よ

る
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
出

発
式
が
神
山
町
役
場
で
行
わ
れ
、
保
護

司
会
、
神
山
町
更
生
保
護
女
性
会
、
関

係
機
関
代
表
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
今
年
で
72
回
目
を
迎

え
る
全
国
的
な
運
動
で
、
7
月
を
強
化

月
間
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
犯

罪
や
非
行
を
な
く
し
、
あ
や
ま
ち
か
ら

の
立
ち
直
り
を
支
え
て
い
け
る
安
心
安

全
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
山
口
英
二
分
区
長
よ
り
町
長
へ
岸
田

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ

れ
た
後
、
保
護
司
会
及
び
更
生
保
護
女

性
会
代
表
者
に
よ
っ
て
町
内
を
巡
回

し
、
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
敬
老
会
中
止
の
お

知
ら
せ

　
敬
老
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
各
地

区
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
敬
老
会
」

に
つ
き
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
と
、
ご
参
加
い
た
だ

く
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
者
の
皆
様
へ
の
記
念
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
9
月
下
旬
以
降
に

順
次
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

敬
老
記
念
品
該
当
者
：
昭
和
23
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

米
寿
記
念
品
該
当
者
：
昭
和
8
年
10
月

1
日
か
ら
昭
和
9
年
9
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

《お問い合わせ》
�
徳島バス㈱
　088－622－1811
� （代表）

延命経由
増便

至吉野川市

徳島バス
神山・佐那河内線
令和4年10月1日～

石井 上鮎喰 徳島

一の宮橋

中津神山 鬼籠野 佐那河内

石井経由
変更なし

名東経由
廃止

佐那河内経由
協立病院、亀井病院、
佐那河内村役場に
乗り入れ

鬼籠野と青井夫の
停留所が旧道から
国道沿いに移設

県20

国192

国438

県21

上
分
地
区
敬
老
会
開
催
実
行
委
員
会

下
分
地
区
敬
老
会
実
行
委
員
会

左

右

内

振

興

会

神
領
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
神
山
推
進
協
議
会

鬼
籠
野
輝
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

阿
川
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
神
山
推
進
協
議
会

広
野
地
区
敬
老
会
実
行
委
員
会

神

山

町
　

健

康

福

祉

課
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

農
業
委
員
会

農
業
者
年
金
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

　
豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

老
後
の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
厚
生
年
金
で
国

民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ
の
上
乗
せ
が

あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

～
以
下
の
要
件
を
満
た
す
人
は

�

み
な
さ
ん
加
入
で
き
ま
す
！
～

★
60
歳
未
満

★
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

★
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

※�

さ
ら
に
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民

年
金
の
加
入
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

・�

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高

齢
時
代
で
も
安
心
。

・�

月
々
の
保
険
料
2
万
円
（
35
歳
未
満

で
政
策
支
援
加
入
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
は
1
万
円
）
か
ら
6
万
7
千
円

の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

・�

終
身
年
金
で
す
。（
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
）

・�

節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。（
保
険
料

は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対
象
）

・�

意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
最
高
1
万
円

の
保
険
料
助
成
あ
り
ま
す
。（
認
定

農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方

や
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者

や
後
継
者
の
方
な
ど
）

※�
農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
神
山
町
農
業
委
員
会
か
最

寄
り
の
J
A
名
西
郡
の
支
店
、
出
張

所
ま
た
は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

税
務
保
険
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
節
目
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、

歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口
腔
清
掃
状
態
等

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
口
腔
機
能
の
低
下
や

肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、徳
島
大
学
歯
学
部
に
お
い
て
、

口
腔
ケ
ア
と
体
の
健
康
、
医
療
費
や
介

護
給
付
費
と
の
関
連
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
定
期
健
診
の
受
診
や
口
腔
ケ
ア
を

行
う
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
に
と
て
も

重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
ぜ
ひ
歯
科
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
令
和
3
年
中
に
節
目
の
年
齢
に
な
ら

れ
た
方
（
昭
和
21
年
、
昭
和
19
年
、
昭

和
16
年
、
昭
和
11
年
、
昭
和
6
年
生
ま

れ
の
方
）

　
た
だ
し
、
長
期
入
院
患
者
や
施
設
入

所
者
は
対
象
外
で
す
。

※
長
期
入
院
患
者
や
施
設
入
所
者
の
方
は
、す
で
に

健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、医
師
や
施
設
管
理
者
等
の

指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、歯

科
健
康
診
査
の
対
象
者
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
に
は
8
月
下
旬
に
歯

科
健
診
受
診
券
の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。
長
期
入
院
患
者
・
施
設
入
所
者
の

方
に
ハ
ガ
キ
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
対
象
外
で
す
の
で
健
診
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

【
受
診
場
所
】

　
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
の
実
施
協

力
歯
科
医
院

　
受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
一
覧
表
を

市
町
村
窓
口
・
広
域
連
合
窓
口
で
配
布

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
広
域
連
合
及
び
県
歯
科
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

【
受
診
方
法
】

　
事
前
に
電
話
等
に
て
健
診
実
施
歯
科

医
院
に
ご
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

【
健
診
項
目
】

　
問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機
能
評

価
（
口
の
渇
き
、
か
む
力
、
飲
み
込
む

力
な
ど
）
等

【
受
診
費
用
】　
無
料

【
受
診
期
間
】

　
令
和
4
年
9
月
1
日

�

〜
令
和
4
年
11
月
30
日

《お問い合わせ》
�
神山町農業委員会
　088－676－1119
　IP　2008
独立行政法人農業者年金基金
　03－3502－3199（相談員）
　03－3502－3942�（企画調整室）
ホームページアドレス
　http://www.nounen.go.jp
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【
持
っ
て
い
く
も
の
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
歯

科
健
診
受
診
券
の
ハ
ガ
キ

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

○�

健
診
の
予
約
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○�

歯
科
健
診
は
期
間
中
に
1
回
の
み
で

す
。
後
日
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場

合
は
費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○�

歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ

の
後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○�

健
診
結
果
は
、
広
域
連
合
又
は
お
住

ま
い
の
市
町
村
で
の
口
腔
保
健
指
導

及
び
徳
島
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
分
析
調
査
に
活
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
　
在
宅
要
介
護

者
訪
問
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い

る
在
宅
の
要
介
護
者
を
対
象
に
、
在
宅

で
歯
科
健
診
や
歯
科
保
健
指
導
を
行
う

こ
と
で
、
口
腔
機
能
の
維
持
回
復
を
促

し
、
高
齢
者
の
低
栄
養
や
誤
嚥
性
肺
炎

の
予
防
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
訪
問

歯
科
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
自
力
で
歯
科
医
院
に
通
院
す
る
こ
と

が
困
難
な
在
宅
の
要
介
護
者
で
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
徳
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
。

①�

要
介
護
3
・
4
・
5
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

②�
介
護
保
険
の
居
宅
療
養
管
理
指
導

（
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

も
の
）
及
び
口
腔
機
能
向
上
加
算
を

受
け
て
い
な
い
方

③�

医
療
保
険
の
訪
問
歯
科
診
療
・
訪
問

歯
科
衛
生
指
導
を
受
け
て
い
な
い
方

④�

令
和
4
年
度
歯
科
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
方

【
実
施
期
間
】

　
令
和
4
年
9
月
1
日

�

〜
令
和
4
年
12
月
末

【
健
診
費
用
】　
無
料

※�

た
だ
し
、
そ
の
後
の
歯
科
治
療
に
つ

い
て
は
有
料

【
申
込
先
】

　

�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

事
業
課

○�

申
請
前
に
、
必
ず
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
代
理
申
請

も
可
能
で
す
。

○�

対
象
者
と
決
定
し
た
方
に
は
訪
問
歯

科
医
・
歯
科
衛
生
士
を
ご
自
宅
等
に

派
遣
い
た
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
訪
問
歯
科
健
診
の
詳
細
や
申
請
書
等

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ
る
自
己
負

担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す

　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
新
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

軽
減
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
を
令
和
4
年
9
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　
通
知
の
対
象
者
は
、
本
年
5
月
に
医

療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
新
薬
を
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る

方
で
す
。

　
な
お
、
全
て
の
お
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
医

師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

各課へのお問い合わせ
TEL IP

総務課 676-1111 2000　
2001

議会事務局 676-1511 2002
教育委員会 676-1522 2009
建設課 676-1514 2015
産業観光課 676-1118 2007
農業委員会 676-1119 2008
健康福祉課 676-1114 2004
地域包括支援センター 676-1185 2031
住民課 676-1113 2003
税務保険課 676-1115 2005

《お問い合わせ》
�
徳島県後期高齢者医療
広域連合事務局事業課
徳島市川内町平石若松78-1
ホームページアドレス
https://www.koukikourei-tokushima.jp
　088－677－3666

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、先
発
医
薬

品
の
特
許
終
了
後
に
厚
生
労
働
省
の
認

可
の
下
で
製
造
・
販
売
さ
れ
た
薬
で
す
。

17 令和 4年 9月15日発行



鮎
喰
川
の
生
き
物
探
し
と

マ
ッ
プ
づ
く
り

　
7
月
27
日
に
神
山
椎
茸
生
産
販
売
協

同
組
合
の
糸
山
達
哉
さ
ん
と
「
鮎
喰
川

の
生
き
物
探
し
と
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

鮎
喰
川
コ
モ
ン
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
子
ど
も
8
名
と
保
護
者

や
神
山
椎
茸
の
方
、
神
山
校
の
先
生
な

ど
大
人
8
名
。

　
始
ま
る
前
か
ら
会
場
に
並
ぶ
生
き
物

の
標
本
や
図
鑑
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味

津
々
。
1
人
一
網
一
籠
を
持
っ
て
、
い

ざ
川
の
中
へ
。
子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け

た
生
き
物
の
名
前
を
す
ぐ
に
答
え
る
糸

山
さ
ん
。
見
つ
け
た
生
き
物
は
「
ナ
マ

ズ
・
ス
ッ
ポ
ン
・
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
」

な
ど
13
種
で
し
た
。

　
糸
山
さ
ん
は
「
採
集
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
後
先
考
え

ず
と
に
か
く
沢
山
捕
ま
え
た
り
、
生
き

物
の
感
触
を
確
か
め
る
様
に
触
る
事

が
、
子
ど
も
の
頃
の
僕
に
と
っ
て
と
て

も
刺
激
的
だ
っ
た
の
で
思
い
出
し
ま
し

た
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
こ
ち
ら
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

�

－

行
政
相
談
週
間

－

　
10
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
日
）

ま
で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
お
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
総
務
省
が
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
お
気
軽
に
行
政
へ
の
要
望
や
制
度
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

〈
行
政
相
談
所
〉

・
日
時　
令
和
4
年
10
月
11
日
（
火
）

�

午
後
1
時
〜
4
時

・
場
所　
神
山
町
役
場　
2
階　
鶯
宿

・
行
政
相
談
委
員　
久
保　
素
弘
さ
ん

Other Information

その他のお知らせ
TOWN EVENTS

まちの出来事神山町

KAMIYAMA
TOWN EVENTS

まちの

神山町
出来事

その他の

Other Information

お 知 らせ
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弁
護
士
と
専
門
職
に
よ
る
町
民

無
料
成
年
後
見
相
談
会

目
　
　
的

　
認
知
症
や
障
が
い
で
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
て
お
困
り
の
ご
本
人
や
ご

家
族
等
の
ご
相
談
に
、
弁
護
士
や
専
門

職
が
応
じ
ま
す
。

日
　
　
時　
11
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
　
　
所　
役
場
2
階
ス
ダ
チ
会
議
室

相
談
人
数　
6
名
（
先
着
順
）

相
談
時
間　
1
人
30
分
程
度

受
付
期
間　
9
月
15
日
〜
11
月
4
日

　
　
　
　
　
（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

申
し
込
み
方
法

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
り
、
急
遽
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に

つ
い
て

　
法
務
局
で
は
、
自
筆
の
遺
言
書
を
保

管
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法
務
局
に
遺
言
書
を
預
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
大
切
な
遺
言
書
の
紛
失

や
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
財
産
を
ご
家
族
等
に
確
実

に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
本
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
が
不
要
と
な

り
ま
す
。手
続
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
遺
言
書
保
管
申
請
の
方
法
や
申
請
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
徳
島
地
方
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

徳
島
地
方
法
務
局
供
託
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
つ
い
て

　
家
庭
裁
判
所
で
は
、
行
動
科
学
の
専

門
的
な
知
識
や
技
法
を
持
っ
た
家
庭
裁

判
所
調
査
官
（
家
裁
調
査
官
）
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
人
？

〈
少
年
事
件
〉

　
非
行
を
起
こ
し
た
少
年
や
保
護
者
と

会
っ
た
り
し
て
、様
々
な
視
点
か
ら
非

行
の
原
因
や
立
ち
直
り
の
方
法
を
考

え
、裁
判
官
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、教

育
的
な
働
き
掛
け
を
行
い
ま
す
。

〈
家
事
事
件
〉

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
争
い
の
中
に
い
る

方
や
子
ど
も
と
会
い
、
解
決
方
法
を
考

え
、
裁
判
官
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

家
族
関
係
の
再
構
築
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

〈
ど
う
す
れ
ば
な
れ
る
？
〉

　
裁
判
所
職
員
採
用
総
合
職
試
験
（
家

庭
裁
判
所
調
査
官
補
）
に
合
格
後
、
約

2
年
間
の
研
修
が
必
要
。

　
詳
細
は
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
採

用
情
報
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
退
共
制
度
に
つ
い
て

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
と

建
設
業
を
営
む
企
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
も
の
で
す
。

（
対
象
等
に
つ
い
て
）

加
入
事
業
主
：
建
設
業
を
営
む
方

対
　
象
　
者
：
建
設
現
場
で
働
く
方

（
制
度
の
特
長
に
つ
い
て
）

◎�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子

申
請
で
の
納
付
も
可
能
。

◎�

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
。
な
ど

（
特
例
措
置
に
つ
い
て
）

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
方
々
に
、
各
種

手
続
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Other Information

その他のお知らせ
TOWN EVENTS

まちの出来事神山町

《お問い合わせ》
�
地域包括支援センター
　088－676－1185

《お問い合わせ》
�
徳島地方法務局供託課
　088－622－4867

19 令和 4年 9月15日発行



04

神山町と
神山まるごと高専

神山まるごと高専�
� サマースクール開催
　令和 4年 8月31日、文部科学省の大学設置、学校法人審議会より
答申が発表され、神山まるごと高専は開校が決定しました。本格的に
学生募集に向けて動き始めますが、それに先立って開催されたサマー
スクールの模様についてお伝えします。

　「神山まるごと高専の 1週間を疑似体験する」
ことをテーマに、授業や寮生活、休日を体験す
るためのプログラムです。キャンパスや寮は現
在工事中ですので、神山バレーサテライトオフィ
スコンプレックスやweek神山を舞台に開催され
ました。
　開催期間は 8月 2日（火）から 7日（日）と
9日（火）から14日（日）の 2つの日程があり
ました。
　参加するためには作文と 3分の自己PR動画と
いう 2つ課題が出されていたにもかかわらず、38人の募集に対して200名を超える国内外の方から
応募がありました。

サマースクールの概要

　美術と体育を掛け合わせたり、起業家精神を
学ぶなどユニークな授業が行われていました。
また、開校後に予定している、寮に起業家を招
いてお話ししたり、一緒に食事をしたりする「起
業家講師Night」も行われました。
　そして、プログラムの最後には「学校にまつ
わるコトを、モノを作ってアップデートしよう」
というテーマで発表が行われました。学生たち
は 3から 4人でチームを組み、放課後や休日の
時間を使って準備をします。
　学生たちは少し緊張もしながら、楽しそうにプレゼンしており、講評していた大人たちも真摯に
向き合い、起業家の話し合いを聞いているようでした。
　スタートしたときには緊張していた学生たちが、修了するときにはバスの見送りをしたり、「4月
にまた会いたいね」といった話をしていたようです。

サマースクールの様子
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◦ 大蔵学校長からのメッセージ ◦
　この度、文部科学省から認可をいただくことができました。応援してくださっている
神山町民のみなさま、本当にありがとうございます。
　さて、8月に開催したサマースクールは、学生にとっては本校と神山町を体験する機会
でしたが、我々にとっても、運営や授業の進め方、教職員同士の交流などとても良い機
会になりました。
　38人の募集に対して、200人を超える応募があり、集まった学生は我々が想定した以
上におもしろい発想をもっていて、こちらが驚かされるシーンもたくさんありました。
今後の学生の募集に対してとても手ごたえを感じています。
　これから、開校に向けてさらに動き出すことになります。新しくできる学校ということ
もあり、最初は違和感がある方も多くいらっしゃるかもわかりませんが、徐々に馴染みな
がら、みなさまに信頼され、理解をいただけるように取り組んでいきたいと思っています。

　開校後には学生が地域に出て活動することも多くあると思
います。その際には良いことも悪いことも、本校へもお知ら
せしていただきたいですが、ぜひ学生に対しても直接お声を
かけていただければとても嬉しく思います。地域の方から直
接お褒めやお叱りの言葉をいただく経験は学生にとってとて
も大きいことであると考えています。
　学校とみなさまの関係は今後も長く続くことになりますの
で、引き続き応援していただきますようどうぞよろしくお願
いいたします。

�

　今月号では 8月に行われた神山まるごと高専サマースクールについてご説明しまし
た。文部科学省からの認可も受け、開校が楽しみになってきました。全国から神山に
来てくれる人がどのような大人に育つのか。今からワクワクがとまりません。
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お
祭
り
や
行
事
な
ど
、
地
域
ご
と
に
住
民
が
集
い
、
継
承
さ

れ
て
き
た
催
し
が
数
多
く
あ
る
神
山
町
。
そ
う
し
た
中
で
、
最

近
新
た
に
生
ま
れ
た
場
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
鬼
籠
野

地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
さ
い
さ
い
市
」
で
す
。

　「
市
」
と
名
が
つ
い
て
い
る
通
り
、
さ
い
さ
い
市
で
は
野
菜
や

パ
ン
、
お
惣
菜
な
ど
の
食
料
品
や
日
々
の
暮
ら
し
で
必
要
と
な

る
日
用
品
、
そ
の
他
、
衣
料
品
や
生
花
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

が
並
び
ま
す
。
販
売
し
て
い
る
の
は
、
鬼
籠
野
地
区
に
あ
る
仕

出
し
屋
さ
ん
や
、
主
に
鬼
籠
野
に
住
ん
で
い
た
り
、
関
係
し
て

い
る
方
々
。
訪
れ
る
の
も
ま
た
、
こ
の
地
区
に
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
で
す
。
日
頃
、
家
族
の
支
援
は
あ
る
も
の
の
外
出

す
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
方
の
、「
自
分
の
目
で
見
て
、
買
い

た
い
」
と
い
う
声
に
応
え
る
一
つ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
い
さ
い
市
と
は
、
そ
う
し
た
高
齢
者
の
「
買
い
物
支
援
」

と
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
」
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
、

地
域
住
民
の
手
に
よ
り
、
今
ま
さ
に
育
っ
て
い
る
取
り
組
み
な

の
で
す
。

　

　
神
山
町
の
高
齢
化
率
は
、
54
・
３
％*

。
町
民
の
２
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
る
と
、
け
が
や
病
気
を
し
た
り
、
体
力
の
衰
え
、
認
知
機
能

の
低
下
が
す
す
み
ま
す
。
そ
う
し
て
、
当
た
り
前
に
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
若
い
頃
と
同
じ
よ
う
に
生
活
を
送

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
　
　
　*

２
０
２
０
年
時
点

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
が
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
で
す
。
目
指
し
て
い

る
の
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
状
況
。
そ
の
た
め
に
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
り
、
と
き
に
企
業
・
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、

高
齢
者
を
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
神
山
町
で
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
会
議
体

や
人
材
配
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
声

を
聞
く
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
、
聞
こ
え
て
き

た
声
を
元
に
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
、
何
に
取
り
組
ん
で
い
く

か
を
検
討
し
、
と
き
に
実
働
も
伴
う
「
協
議
体
（
神
山
町
生
活

支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
推
進
協
議
体
）」
と

い
う
存
在
で
す
。

　
協
議
体
で
、
優
先
的
に
取
り
扱
う
課
題
の
１
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
の
が
高
齢
者
の
「
買
い
物
支
援
」
で
し
た
。
支
援
に
取

り
組
む
場
所
と
し
て
候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
、
町
内
で
唯
一
食

料
品
等
を
扱
う
商
店
の
な
い
鬼
籠
野
地
区
。
こ
う
し
て
、
鬼
籠

野
で
の
買
い
物
支
援
に
関
す
る
話
し
合
い
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
分
や
も
前
々
か
ら
思
う
と

こ
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
我
々
も
歳
を
と
っ
て
い
く
し
、

そ
の
中
で
買
い
物
と
い
う
ん
は
本

当
に
切
実
な
問
題
。
何
か
で
き
な

い
か
と
色
々
話
が
あ
っ
て
『
と
に

か
く
動
い
て
み
よ
う
』
と
い
う
こ

と
で
さ
い
さ
い
市
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
み
ん
な
で
動
い
た
ら
、

結
果
は
必
ず
色
々
出
て
く
る
ん
で

ね
。」
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
一
人
、
中
西
富
士
男
さ
ん

（
鬼
籠
野
輝
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
企
画
・
運
営
を
担
う
の
は
、「
地
区
に
住
む
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
支
え
る
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
？
」
と
思
い
を
持
っ
た
住

民
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
地
区
で
活
動
を
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
や

民
生
委
員
、
長
寿
会
、
鬼
籠
野
に
拠
点
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

メ
ン
バ
ー
な
ど
。
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
60
〜
70
代

が
中
心
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
た
現
在
は
、
少
し
ず
つ
若
い
人

た
ち
も
話
し
合
い
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
田
中
泰
子
さ
ん
（
神
山
つ

な
ぐ
公
社
）
は
、
第
一
回
か
ら
伴
走
し
て
き
た
中
で
、
さ
い
さ

い
市
の
持
つ
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
み
ん
な
で
さ
い
さ
い
市
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
中

に
顔
の
見
え
る
関
係
が
増
え
て

い
っ
て
い
ま
す
。
顔
見
知
り
に
な

る
こ
と
で
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、

一
緒
に
別
の
活
動
に
取
り
組
む
機

会
が
生
ま
れ
た
り
も
し
ま
す
。」

　
実
際
に
さ
い
さ
い
市
で
繋
が
っ

た
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
内

で
の
仕
事
を
通
じ
た
交
流
や
、
新
た
な
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

　「
ゆ
っ
く
り
顔
を
合
わ
せ
て
話
せ
る
場
を
作
り
た
い
。」
10
月

の
開
催
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
の
場
で
語
ら
れ
た
こ
の
思
い
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
全
員
に
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

　「
こ
の
場
所
に
椅
子
を
設
置
し
て
み
た
ら
ど
う
か
？
」「
昔
の

懐
か
し
い
写
真
を
掲
示
す
る
と
、
わ
っ
と
盛
り
上
が
る
ん

じ
ゃ
？
」
買
い
物
支
援
と
い
う
軸
を
持
ち
な
が
ら
、
足
を
運
ん

だ
方
が
楽
し
み
、
元
気
を
得
ら
れ
る
場
に
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
話
す
み
な
さ
ん
の
表

情
か
ら
は
活
き
活
き
と
し
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
さ
い
さ
い
」
と
い
う
の
は
、「
た
び
た
び
」
と
い
う
意
味
。

さ
い
さ
い
市
に
は
「
さ
い
さ
い
（
た
び
た
び
）
こ
の
よ
う
な
場

が
持
た
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
の
秋
、
開
催
日
数
を
増
や
し
て
、
継

続
的
な
買
い
物
支
援
の
形
へ
と
一
歩
一
歩
近
づ
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
中
で
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
開
催
日

時
や
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
主
に
鬼
籠
野
地
区
の
方
を
対
象
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
応
じ
て
、
開
催
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
部
落
会
長
便
に
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、鬼
籠
野
地
区
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
わ
り
が
あ
り
、「
自

分
も
何
か
で
き
れ
ば
」
と
興
味
を
持
っ
た
方
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
、

神
山
つ
な
ぐ
公
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
０
５
０‒

２
０
２
４‒

４
７
０
０
　
担
当
：
田
中
）

　
仕
事
や
個
々
の
活
動
、
日
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
中
で
担
う
、
さ
い

さ
い
市
の
企
画
や
運
営
。
高
齢
者
支
援
の
必
要
性
か
ら
、
使
命
感
や
義

務
感
を
抱
き
過
ぎ
無
理
を
し
て
し
ま
う
と
、
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
れ
る
範
囲
で
、
力
を
注
ぐ
。
そ
の
力
を
掛
け
合
わ

せ
て
や
れ
る
形
で
、
取
り
組
む
。
そ
の
無
理
の
な
さ
が
、
一
つ
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
取
材

を
通
じ
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
神
山
つ
な
ぐ
公
社
　
畔
永
）

中
西 

富
士
男
さ
ん

田
中 

泰
子
さ
ん

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
み
ら
い
の
農

業
研
修
生
は
、
す
だ
ち
農
家
を
目

指
し
、
２
年
間
の
農
業
研
修
に
取

り
組
み
ま
す
。
研
修
期
間
を
終
え

る
に
あ
た
り
、
す
だ
ち
園
地
を
探

し
て
い
る
旨
を
さ
い
さ
い
市
の
会

場
で
伝
え
た
と
こ
ろ
、
何
人
か
の

方
か
ら
園
地
貸
し
出
し
の
相
談
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
第
一
回
開
催
後
に
「
介
助
が
必

要
な
人
に
も
安
心
・
安
全
に
過
ご

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
」
と
話

し
合
わ
れ
、
介
助
サ
ポ
ー
ト
講
習

の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。
当
日
に

生
か
す
べ
く
、
運
営
の
コ
ア
ス

タ
ッ
フ
や
、
若
い
世
代
が
参
加
し

ま
し
た
。

つ
な
プ
ロ
の
窓

“
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”は
︑ど
う
進
ん
で
い
る
？

第Ⅱ期
2021~2025

地
域
住
民
で
取
り
組
む
こ
と
で
育
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

顔
が
見
え
る
関
係
性

住
み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
状
況
づ
く
り

単
に
買
い
物
支
援
だ
け
で
な
く
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場
を
目
指
し
て ▲「第一回さいさい市」当日の様子

さ
い
さ
い
市
を
き
っ
か
け
に
起
き
た
こ
と

● 

里
山
み
ら
い
農
業
研
修
生
、
す
だ
ち
園
地
の
呼
び
か
け

● 

介
助
サ
ポ
ー
ト
講
習
の
実
施

　
神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
畔
永
で
す
。
こ
の
夏
、
県
内
で
は
３
年

ぶ
り
に
阿
波
踊
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
で
も
阿
波
踊
り
連
「
桜

花
連
」
が
各
地
を
巡
り
ま
し
た
。
春
に
移
り
住
ん
で
き
た
私
も
、

一
目
見
よ
う
と
寄
井
商
店
街
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
。
演
者
の
み
な

さ
ん
と
、
集
ま
っ
て
き
た
地
域
の
方
と
が
帯
び
て
い
る
熱
気
に

直
に
触
れ
、
気
づ
け
ば
胸
が
熱
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
り
新
た
に
生
ま
れ
、
一
歩
一
歩

育
っ
て
い
る
最
中
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
住
民
で
支
え
合
う

　
　
　
　 

買
い
物
支
援
の
場
づ
く
り
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お
祭
り
や
行
事
な
ど
、
地
域
ご
と
に
住
民
が
集
い
、
継
承
さ

れ
て
き
た
催
し
が
数
多
く
あ
る
神
山
町
。
そ
う
し
た
中
で
、
最

近
新
た
に
生
ま
れ
た
場
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
鬼
籠
野

地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
さ
い
さ
い
市
」
で
す
。

　「
市
」
と
名
が
つ
い
て
い
る
通
り
、
さ
い
さ
い
市
で
は
野
菜
や

パ
ン
、
お
惣
菜
な
ど
の
食
料
品
や
日
々
の
暮
ら
し
で
必
要
と
な

る
日
用
品
、
そ
の
他
、
衣
料
品
や
生
花
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

が
並
び
ま
す
。
販
売
し
て
い
る
の
は
、
鬼
籠
野
地
区
に
あ
る
仕

出
し
屋
さ
ん
や
、
主
に
鬼
籠
野
に
住
ん
で
い
た
り
、
関
係
し
て

い
る
方
々
。
訪
れ
る
の
も
ま
た
、
こ
の
地
区
に
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
で
す
。
日
頃
、
家
族
の
支
援
は
あ
る
も
の
の
外
出

す
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
方
の
、「
自
分
の
目
で
見
て
、
買
い

た
い
」
と
い
う
声
に
応
え
る
一
つ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
い
さ
い
市
と
は
、
そ
う
し
た
高
齢
者
の
「
買
い
物
支
援
」

と
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
」
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
、

地
域
住
民
の
手
に
よ
り
、
今
ま
さ
に
育
っ
て
い
る
取
り
組
み
な

の
で
す
。

　

　
神
山
町
の
高
齢
化
率
は
、
54
・
３
％*

。
町
民
の
２
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
る
と
、
け
が
や
病
気
を
し
た
り
、
体
力
の
衰
え
、
認
知
機
能

の
低
下
が
す
す
み
ま
す
。
そ
う
し
て
、
当
た
り
前
に
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
若
い
頃
と
同
じ
よ
う
に
生
活
を
送

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
　
　
　*

２
０
２
０
年
時
点

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
が
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
で
す
。
目
指
し
て
い

る
の
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
状
況
。
そ
の
た
め
に
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
り
、
と
き
に
企
業
・
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、

高
齢
者
を
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
神
山
町
で
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
会
議
体

や
人
材
配
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
声

を
聞
く
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
、
聞
こ
え
て
き

た
声
を
元
に
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
、
何
に
取
り
組
ん
で
い
く

か
を
検
討
し
、
と
き
に
実
働
も
伴
う
「
協
議
体
（
神
山
町
生
活

支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
推
進
協
議
体
）」
と

い
う
存
在
で
す
。

　
協
議
体
で
、
優
先
的
に
取
り
扱
う
課
題
の
１
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
の
が
高
齢
者
の
「
買
い
物
支
援
」
で
し
た
。
支
援
に
取

り
組
む
場
所
と
し
て
候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
、
町
内
で
唯
一
食

料
品
等
を
扱
う
商
店
の
な
い
鬼
籠
野
地
区
。
こ
う
し
て
、
鬼
籠

野
で
の
買
い
物
支
援
に
関
す
る
話
し
合
い
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
分
や
も
前
々
か
ら
思
う
と

こ
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
我
々
も
歳
を
と
っ
て
い
く
し
、

そ
の
中
で
買
い
物
と
い
う
ん
は
本

当
に
切
実
な
問
題
。
何
か
で
き
な

い
か
と
色
々
話
が
あ
っ
て
『
と
に

か
く
動
い
て
み
よ
う
』
と
い
う
こ

と
で
さ
い
さ
い
市
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
み
ん
な
で
動
い
た
ら
、

結
果
は
必
ず
色
々
出
て
く
る
ん
で

ね
。」
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
一
人
、
中
西
富
士
男
さ
ん

（
鬼
籠
野
輝
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
企
画
・
運
営
を
担
う
の
は
、「
地
区
に
住
む
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
支
え
る
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
？
」
と
思
い
を
持
っ
た
住

民
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
地
区
で
活
動
を
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
や

民
生
委
員
、
長
寿
会
、
鬼
籠
野
に
拠
点
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

メ
ン
バ
ー
な
ど
。
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
60
〜
70
代

が
中
心
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
た
現
在
は
、
少
し
ず
つ
若
い
人

た
ち
も
話
し
合
い
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
田
中
泰
子
さ
ん
（
神
山
つ

な
ぐ
公
社
）
は
、
第
一
回
か
ら
伴
走
し
て
き
た
中
で
、
さ
い
さ

い
市
の
持
つ
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
み
ん
な
で
さ
い
さ
い
市
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
中

に
顔
の
見
え
る
関
係
が
増
え
て

い
っ
て
い
ま
す
。
顔
見
知
り
に
な

る
こ
と
で
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、

一
緒
に
別
の
活
動
に
取
り
組
む
機

会
が
生
ま
れ
た
り
も
し
ま
す
。」

　
実
際
に
さ
い
さ
い
市
で
繋
が
っ

た
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
内

で
の
仕
事
を
通
じ
た
交
流
や
、
新
た
な
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

　「
ゆ
っ
く
り
顔
を
合
わ
せ
て
話
せ
る
場
を
作
り
た
い
。」
10
月

の
開
催
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
の
場
で
語
ら
れ
た
こ
の
思
い
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
全
員
に
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

　「
こ
の
場
所
に
椅
子
を
設
置
し
て
み
た
ら
ど
う
か
？
」「
昔
の

懐
か
し
い
写
真
を
掲
示
す
る
と
、
わ
っ
と
盛
り
上
が
る
ん

じ
ゃ
？
」
買
い
物
支
援
と
い
う
軸
を
持
ち
な
が
ら
、
足
を
運
ん

だ
方
が
楽
し
み
、
元
気
を
得
ら
れ
る
場
に
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
話
す
み
な
さ
ん
の
表

情
か
ら
は
活
き
活
き
と
し
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
さ
い
さ
い
」
と
い
う
の
は
、「
た
び
た
び
」
と
い
う
意
味
。

さ
い
さ
い
市
に
は
「
さ
い
さ
い
（
た
び
た
び
）
こ
の
よ
う
な
場

が
持
た
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
の
秋
、
開
催
日
数
を
増
や
し
て
、
継

続
的
な
買
い
物
支
援
の
形
へ
と
一
歩
一
歩
近
づ
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
中
で
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
開
催
日

時
や
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
主
に
鬼
籠
野
地
区
の
方
を
対
象
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
応
じ
て
、
開
催
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
部
落
会
長
便
に
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、鬼
籠
野
地
区
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
わ
り
が
あ
り
、「
自

分
も
何
か
で
き
れ
ば
」
と
興
味
を
持
っ
た
方
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
、

神
山
つ
な
ぐ
公
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
０
５
０‒

２
０
２
４‒

４
７
０
０
　
担
当
：
田
中
）

　
仕
事
や
個
々
の
活
動
、
日
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
中
で
担
う
、
さ
い

さ
い
市
の
企
画
や
運
営
。
高
齢
者
支
援
の
必
要
性
か
ら
、
使
命
感
や
義

務
感
を
抱
き
過
ぎ
無
理
を
し
て
し
ま
う
と
、
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
れ
る
範
囲
で
、
力
を
注
ぐ
。
そ
の
力
を
掛
け
合
わ

せ
て
や
れ
る
形
で
、
取
り
組
む
。
そ
の
無
理
の
な
さ
が
、
一
つ
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
取
材

を
通
じ
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
神
山
つ
な
ぐ
公
社
　
畔
永
）

中
西 

富
士
男
さ
ん

田
中 

泰
子
さ
ん

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
み
ら
い
の
農

業
研
修
生
は
、
す
だ
ち
農
家
を
目

指
し
、
２
年
間
の
農
業
研
修
に
取

り
組
み
ま
す
。
研
修
期
間
を
終
え

る
に
あ
た
り
、
す
だ
ち
園
地
を
探

し
て
い
る
旨
を
さ
い
さ
い
市
の
会

場
で
伝
え
た
と
こ
ろ
、
何
人
か
の

方
か
ら
園
地
貸
し
出
し
の
相
談
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
第
一
回
開
催
後
に
「
介
助
が
必

要
な
人
に
も
安
心
・
安
全
に
過
ご

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
」
と
話

し
合
わ
れ
、
介
助
サ
ポ
ー
ト
講
習

の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。
当
日
に

生
か
す
べ
く
、
運
営
の
コ
ア
ス

タ
ッ
フ
や
、
若
い
世
代
が
参
加
し

ま
し
た
。

つ
な
プ
ロ
の
窓

“
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”は
︑ど
う
進
ん
で
い
る
？

第Ⅱ期
2021~2025

地
域
住
民
で
取
り
組
む
こ
と
で
育
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

顔
が
見
え
る
関
係
性

住
み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
状
況
づ
く
り

単
に
買
い
物
支
援
だ
け
で
な
く
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場
を
目
指
し
て ▲「第一回さいさい市」当日の様子

さ
い
さ
い
市
を
き
っ
か
け
に
起
き
た
こ
と

● 

里
山
み
ら
い
農
業
研
修
生
、
す
だ
ち
園
地
の
呼
び
か
け

● 

介
助
サ
ポ
ー
ト
講
習
の
実
施

　
神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
畔
永
で
す
。
こ
の
夏
、
県
内
で
は
３
年

ぶ
り
に
阿
波
踊
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
で
も
阿
波
踊
り
連
「
桜

花
連
」
が
各
地
を
巡
り
ま
し
た
。
春
に
移
り
住
ん
で
き
た
私
も
、

一
目
見
よ
う
と
寄
井
商
店
街
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
。
演
者
の
み
な

さ
ん
と
、
集
ま
っ
て
き
た
地
域
の
方
と
が
帯
び
て
い
る
熱
気
に

直
に
触
れ
、
気
づ
け
ば
胸
が
熱
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
り
新
た
に
生
ま
れ
、
一
歩
一
歩

育
っ
て
い
る
最
中
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
住
民
で
支
え
合
う

　
　
　
　 

買
い
物
支
援
の
場
づ
く
り
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空
き
家
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
8
月
12
日
（
金
）
に
神
山
町
役
場
に

て
空
き
家
相
談
会
を
実
施
し
、
３
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
内
容

は
、
空
き
家
と
農
地
の
賃
貸
・
売
買
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
相
談
か
ら
、
相
続

登
記
の
手
続
き
や
、
借
地
上
の
空
き
家

の
処
分
に
つ
い
て
ま
で
様
々
で
し
た
。

産
業
観
光
課
ま
た
は
移
住
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
2
0
2
0
年
に
移
住
し
た
ザ
ビ
エ
＆

粟
津
さ
ん
ご
家
族
を
紹
介
し
ま
す
。
ザ

ビ
エ
さ
ん
は
ア
ー
ス
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と

い
う
、
土
を
材
料
に
し
た
家
づ
く
り
の

専
門
家
で
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

そ
よ
子　
神
山
に
来
る
前
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
リ
島
や
イ
ン
ド
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
東
京
で
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

10
年
ほ
ど
活
動
し
て
い
た
の
で
す
が
、

転
機
が
あ
っ
て
旅
に
出
て
、
夫
の
ザ
ビ

エ
と
出
会
い
ま
し
た
。
当
時
の
彼
は
、

冬
は
フ
ラ
ン
ス
の
ス
キ
ー
場
で
働
き
な

が
ら
、
夏
は
世
界
を
旅
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
バ
リ
島
や
イ
ン
ド
で
は
、

彼
は
ア
ー
ス
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
建
築
者

と
し
て
、
私
は
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

い
う
手
法
で
庭
・
畑
づ
く
り
を
す
る
ガ
ー

デ
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

ザ
ビ
エ　
実
は
最
初
、
旅
行
の
つ
も
り

で
日
本
に
来
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

海
外
と
の
往
来
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
友
人
の
紹
介
で
神
山
に
移
住

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
川
が
き
れ

い
で
滝
も
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
い

て
町
に
活
気
を
感
じ
て
、
神
山
を
気
に

入
り
ま
し
た
。
私
は
日
本
語
が
話
せ
な

い
の
で
、
外
国
人
や
英
語
を
話
せ
る
人

が
町
に
い
る
こ
と
も
安
心
で
き
ま
し
た
。

〈
仕
事
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
〉

ザ
ビ
エ　
約
10
年
前
か
ら
ア
ー
ス
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
の
建
築
を
始
め
ま
し
た
。
土

を
詰
め
た
土
嚢
袋
を
一
層
ず
つ

叩
い
て
重
ね
て
、
強
度
を
上
げ

る
た
め
有
刺
鉄
線
を
は
さ
み
な

が
ら
構
造
を
作
り
ま
す
。
徳
島

で
は
、
市
内
で
遊
び
場
と
倉
庫

を
兼
ね
た
ド
ー
ム
を
建
て
た

り
、
神
山
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
で

屋
外
ベ
ン
チ
を
作
り
ま
し
た
。
表
面
は

漆
喰
を
塗
る
こ

と
が
多
い
の
で

す
が
、
屋
外
ベ

ン
チ
は
子
ど
も

が
遊
べ
る
よ
う

に
セ
メ
ン
ト
を

塗
り
ま
し
た
。

そ
よ
子
　
今
は
子
育
て
中
心
の
暮
ら
し

で
す
。
鬼
籠
野
公
民
館
で
月
一
回
、
市

内
の
保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に
「
わ
ら
べ

う
た
と
絵
本
と
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の
会
」

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
わ
ら
べ
歌
は
昔

ほ
ど
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
け
ど
、

人
と
人
の
触
れ
合
い
に
大
切
な
要
素
が

あ
る
と
感
じ
て
い
て
、
今
の
子
ど
も
た

ち
に
も
歌
い
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
ど
こ
か
で
本
格
的
な
ア
ー
ス
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
を
建
て
、畑
や
庭
づ
く
り
を
し
、

自
然
や
動
物
と
触
れ
合
え
る
持
続
可
能

な
場
所
づ
く
り
が
し
た
い
で
す
。
そ
こ

で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
場
づ
く
り
も

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◦�
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り�

◦

お問い合わせ
☎676-1177
IP:�2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・吉田が
お届けします。

－ 空き家から出るモノを再利用 －
「モノストック」オープンデー
9 ／25（日）9時～12時
10／24（月）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

新
規
移
住
相
談
件
数

6
月
…
18
件

7
月
…
9
件

屋外ベンチ製作の様子

ザビエ�コロンベット　フランス出身
粟津そよ子　京都府出身
　　ソハム　バリ島生まれ
　　　かや　神山生まれ
鬼籠野黒河在住
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　熱中症とは、暑い環境で体温の調整が出来なくなった状態で、めま
いや吐き気、頭痛、失神等様々な症状をきたし、最悪の場合は死に至
る疾患です。誰でもなる可能性があり、運動中だけでなく、室内でも
起こります。日頃からしっかり予防するようにしましょう。
１　高齢者は特に注意が必要です。
　�　高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上身体の老廃物を排
出する際にたくさんの尿を必要とします。
２　暑さに対する感覚機能が低下しています。
　�　加齢により、暑さや喉の渇きに対する感覚が鈍くなります。
３　暑さに対する身体の調節機能が低下します。
　�　高齢者は身体に熱がたまりやすく、暑い時には若年者よりも循環
器系への負担が大きくなります。
４　熱中症になりやすい人
　�　子ども、高齢者、肥満の人、体調が悪い人、2日酔いの人など。
５　熱中症かな？と思ったら
　・日差しを避けて、涼しいところに移動しましょう。
　・からだが暑いときは、冷たいタオルなどで冷やす。
　　（うなじ、脇の下、太ももの付け根など）
６　熱中症警戒アラート発表時の予防行動
　・�熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境に

なると予想される日の前日夕方または当日早朝に都道府県ごとに
発表されています。

　　�発表されている日には、外出を控える、エアコンを使用する等の、
熱中症の予防行動を積極的に取りましょう。

駐在所
だより

消防署
だより

熱中症

秋の全国交通安全運動
9 月21日～30日

　9月21日から 9 月30日までの間、秋の全
国交通安全運動実施。
　飲酒運転は絶対にしない。
　家族が待つ家まで、子どもやお孫さんに誇
れる運転・安全を約束できる運転で帰宅して、
安心な神山町にしましょう。
　交差点、横断歩道は注意してください。

　残暑厳しいですが、高瀬休憩所において、毎年のように
水難が発生しています。本年は死亡事故も発生しました。
　川は見た目よりも流れが速く、水面と底面で水温が違
い、流れの速さも違います。
　飛び込んだり、飲酒のうえで泳がないでください。

水難防止
　お遍路さんが道に迷っ
てしまう山岳遭難が発生
しています。迷ったとき
は、移動せず、110番を
してください。

山岳遭難

⃝ ソーシャルメディアによる徳島県警からの情報発信 ⃝
徳島県警察

〈Facebook〉
徳島県警察
〈Twitter〉

徳島県警察
公式チャンネル
〈YouTube〉

▶ 一般…676-1199
▶ IP…2119
▶ FAX…676-1390

神山消防署への連絡は

体内水分量

子供 成人 高齢者

60%70% 50%
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生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑬

お問い合わせ 神山町地域包括支援センター（担当：東・下窪）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

「そろそろ免許の返納を考えたりするけど、たち
まち不便になるのが目に見えとるけんなぁ。自分
のタイミングで動ける自由がなくなってしまう。」

運賃の安いバスを使いたいけど、家からバス停
までが遠くて行けん

のらんでサービス（神山町高齢者等タクシー利
用助成事業）があって助かるけど、なかなか毎
回タクシーは使えんわ。

バスの本数が少ないけん、不便やなぁ。町内は、
乗って帰ってきての時間を考えて動かなあかん。
町外へ出るときは、徳バスと町営バスを乗り継
がなあかんしなぁ。

vol.vol.

55神山町商工会より

　今回は、神領にある「めし処�萬や�山びこ」の谷さんにお話を伺いました。
神山でお店をしようと思ったのはどうしてですか？ �
谷さん「もともと地元の神山に帰ってこようと思ってたんですが、移
住者が増えていくにつれて盛り上がっていく神山を見て、地元の人も
盛り上げんとあかんやろ！と思い2019年に店をオープンしました。」
谷さんはハロウィンや音楽イベント「SOUND�OF�THE�FOREST」などたくさんイベント
を開催していますが、どんな思いからですか？ �
谷さん「自分が子供の時に神山で過ごして何もイベントがなく退屈だったので、今の小中学生に
は渋谷に行かんでも神山でハロウィンや音楽が楽しめるよ、と感じてもらいたくて始めました。」
３年経って、山びこは思い描いた通り順調ですか？ �
「想像を超えて、年々、周りの人たちによくしてもらっていると感じます。野菜をもらったり、
声をかけてくれたり、仕事やアイデアをくれたり。昔はなかった同世代の人とのつながりが
増えているのも嬉しいです。みなさんのおかげです。」
今後の展望について聞かせてください �
谷さん「青年部と連携して新たなイベントを開催したり、ハロウィンイベントをさらに盛り
上げられるようにしたいですね。店の展望としては、広野の方に２号店をオープンしたいと
いう夢があります。」
　私も山びこさんの料理が好きでよく昼ご飯を食べにいくのですが、今回色々知ってよりお店に通いたくなりま
した。皆様も是非足を運んで、美味しいものを食べてみてください。� （取材・執筆�神山町商工会�山田�優花）

▪めし処 萬や 山びこ �

　「移動支援」が課題解決に向けて、動き出しています。これまで高齢者700名超の方々から聞いて
きた “困りごと ”の中で、一番多かった声が「移動」に関わることでした。

　そこで、住民の皆さんの声をもとに、協議体でもいくつかのトライアルを行ってきましたが、解
決に至ることは難しく、昨年度からは「軒から軒へ」の支援を目指し、総務課での検討が始まりました。
多くの関係者の方々との話し合いを経て、これからどんな移動支援が始まるの
か、各地区の公民館等を巡回しながら、総務課と住民課の方と一緒に説明会を
行いました。詳しくは、P31「変わる�まちの公共交通」をご覧ください。
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国 民

年
だより

金
基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、20歳以上60歳未満の
すべての人が、加入しなければならない公的年金のこと。
一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡によって、そ
の人や家族の生活が脅かされないように保障する社会保障制度の一つ
です。

国民年金とは  

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受
給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年
金事務所）が実施します。
▪対象となる方�
　▪老齢基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　○65歳以上である
　　○世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
　　○年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である
　▪障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　○前年の所得額が約472万円以下である
▪請求手続き�
　①既に給付金を受給している方
　　手続きは必要ありません。
　　＊�所得状況により要件を満たさなくなった場合には給付金は支給されません。そ

の際は「年金生活者支援給付金額改定通知書」をお送りします。
　②新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　　�お受け取りの対象となる方には、日本年金機構から請求可能なお知らせはがき（年

金生活者支援給付金請求書）が届きます。
　　＊必要事項を記入のうえ郵便ポスト等に投函していただく必要があります。
　③これから年金を受給される方
　　�年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。
▪日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。�
　○�日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を

求めることはありません。
　＊年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話してください。
　　「年金支援給付金専用ダイヤル」：0570－05－4092（ナビダイヤル）

年金生活者支援給付金請求手続きについて

詳しくは徳島北年金事務所　電話088-655-0200
または住民課年金係　電話088-676-1113（IP2003）までお問い合わせください。
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健　康
づくり
シリーズ

vol.139

ひとりじゃないって　伝えよう
～大切な誰かのゲートキーパーになるために～
　国内の自殺者数は年間 2万人を超えており、若い世代では死因の第
一位となっています。自殺に傾く人の多くは「誰にも相談できない」「相
談しても仕方がない」などと考え、孤立した状態にあります。
　ゲートキーパーとは、大切な誰かが不安や悩みを抱えて孤立してし
まわないように、気づき、支えていく人のことです。どのような役割
があり、どのような行動が求められるのか、正しく知っておくことで
あなたもゲートキーパーとなれます。特別な資格などは必要ありませ
ん。相手のことを思う気持ちと勇気ある行動で救える命があります。
私たち一人ひとりが大切な誰かのゲートキーパーとなって、かけがえのない命を守りましょう。

9月10日～16日は自殺予防週間です

3 傾聴
あなたの傾聴で 
信頼関係が生まれます

　「死にたい」という気持ち
は、心の弱さや怠惰から来る
ものではないことを理解し
ておきましょう。相手の話を
聞くときは自分の価値観を押
しつけたり、先入観を持った
りせず、相手の立場に立って
じっくりと傾聴する姿勢が重
要になります。

4 つなぎ
専門機関につなぎ 
さらに心強いサポートへ

　自殺へと傾く背景には、心
身の健康に関わることだけで
はなく、生活上のさまざまな
問題が存在します。具体的な
問題解決へと導
くためには、早
期に専門機関へ
つなぐことが大
切です。

5 見守り
あたたかい見守りが 
孤立を防ぎます

　不安や悩みを解消して、ここ
ろと体の健康を取り戻すには、
時間がかかります。専門機関に
つないだあとも相談に乗ること
を伝え、相手に寄り添いながら、
あせらずじっくりと見守っていき
ましょう。あなたの温かいまな
ざしが「自分はひとりじゃない」
という安心感につながります。

１ 気づき
あなたの気づきで救える命があります

　自殺を考えている人は、不安や悩みをひと
りで抱えながらも救いを求めています。本人
は気づいていなくても、言動の変化や体調不
良などによって自殺の危険を示すサインを出
しています。あなたの身近にいる人が「表情
が暗く元気がない」「遅刻や欠勤が増えた」「人
との交流を避けている」などのサインを出し
ていないか、いち早く気づくことがゲートキー
パーとしてのはじめの一歩となります。

2 声かけ
あなたの声かけを待っている人がいます

　「自分を理解してくれる人や相談できる人が
いない」「相談しても迷惑をかけるだけだ」な
どという考え方が本人の孤独感や疎外感を深
めてしまいます。気になることがあれば「元
気がないけどどうしたの？」「最近眠れてる？」
などと声をかけることによって相談のきっか
けが生まれます。「あなたのことを心配してい
る」という温かい気持ちを伝えることが大切
です。

【心の悩み相談機関等】
●徳島県精神保健福祉センター　徳島市新蔵町 3 丁目 TEL 602－8911
●徳島保健所　徳島市新蔵町 3 丁目 TEL 602－8905
●いのちの希望 TEL 623－0444
●神山町健康福祉課 TEL 676－1114（IP2004）
●神山町社会福祉協議会 TEL 676－1166（IP4430）
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徳島県認知症対策普及・啓発推進月間
介護
予防
シリーズ

vol.81

地域包括支援センター TEL 088-676-1185　ＩＰ2031お問い合わせ

神山町認知症初期集中支援チームについて
目　　的

　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続ける
ことができる社会を実現するため、適切な支援につながっていない認知症初期の方を早期発見・早
期診断・早期支援に結びつけることを目的とする。

～認知症サポーター養成講座について～
認知症サポーターとは？⇒�認知症の人に対しての正しい理解と知識を持っていただき、日常生活

の中で認知症の人やその家族の方々などの手助けをしていただく、い
わゆる地域での認知症の応援隊です。

受　講　し　た　い　場　合　に　は　？⇒�地域包括支援センターにご連絡ください。日程・場所等の相談をさせ
ていただきます。通いの場（サロン）でも、行う事ができます。

　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス流行状況をみて検討となります。

相談窓口
神山町地域包括支援センター

※�認知症が、疑われる人や認知症の人およびそのご家族・ご近所の方など、心配なことがあれば、
気軽にご相談ください。

チーム員
◦認知症サポート医　　　　　　中谷医院　　中谷�哲也院長
◦神山町地域包括支援センター　�保健師、看護師、介護支援専門員がチームとなって対応してい

ます

　徳島県では、9月21日～10月20日までの期間を「徳島県認知症普及・
啓発推進月間」と設定しています。
　「認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域で自分らしく暮らし
続けることができる社会の実現」を目指し、9月21日の「世界アルツ
ハイマーデー」を初日とする 1ヶ月間、認知症に関する普及・啓発を
はじめとした各種取り組みを集中的に実施することになっています。
　今回は神山町地域包括支援センターに設置されている「神山町認知
症初期集中支援チーム」・「認知症サポーター養成講座」についてご説
明します。

認知症初期集中支援の流れ

家族、ケアマネジャー、
かかりつけ医、民生委員等 かかりつけ医 認知症疾患医療センター

認知症初期集中
支 援 チ ー ム

①初回訪問

▼認知症の程度の確認

▼身体状況の確認

▼認知症に関する情報提供など

②チーム員会議

▼支援の方向性を検討
⑤支援の実施

▼生活指導・介護指導

▼受診勧奨

▼介護保険サービスの利用勧奨

▼かかりつけ医との連携等

⑥チーム員会議

▼初期集中支援終了の判断

⑦ケアマネジャー等
　への引継ぎ

相談　　　依頼 ③相談 ④助言・指導 相談 助言・指導
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令 和 ４ 年 度

長 寿 番 付

上分地区 下分地区 左右内地区 神領地区 鬼籠野地区 阿川地区 広野地区
䕃　山　ツルエ
谷　口　憲　幸
大　西　敏　雄
粟飯原　靜　代
川　村　トク子
渡　邊　弘　幸

上　岡　光　子
上　岡　久　子
道　上　敦　子
切　石　　　薫
川　口　里　江
宮　脇　正　子
松　浦　清　數
岡　本　正　子
畠　中　靜　江
景　山　耕　資
西　　　佐　一
前　田　正　子
上　浦　高　江
大　家　ミヤ子
横　川　武　夫
横　川　豊　子

垣　内　愛　子
岡　　　貞　一

川　野　ヨシコ
　山　スミヱ
橋　本　公　惠
井　原　タ　カ
湊　　　幸　子
後藤田　豊　子
大　泉　美　和
久　門　幸　代
栗　本　美　江
森　西　カオル
佐　藤　　　貢
瀧　上　八重子
松　本　艶　子
有　井　弘　子
伊　延　八重子
林　　　鎭　雄

白　桃　淑　行
辻　　　武　志
栗　尾　好　江
繩　手　久　子
河　野　モトヱ
後　藤　清　治
河　野　亀　一
河　野　正　資
松　本　ハルミ
櫻　井　敏　弘

佐々木　花　子
中　西　一　江
森　　　ツヤ子
髙　橋　久　子
岩　田　艶　子

河　野　美枝子
後藤田　眞佐子
尾　﨑　　　博
生　駒　好　幸
藤　井　　　宏
吉　田　ミヨコ
北　内　 　枝
北　内　 　夫
相　原　富　子
森　　　直　惠
阿　部　志津江

岡　　　壽　一
森　脇　幸　子
阿　部　淺　子
大　野　允　子
安　倍　幸　子
樫　本　治　男
柳　澤　良　邦
中　村　八重子
宮　田　梅　子
市　原　正　義
中　川　 　子
大　磯　芳　春
赤　尾　貞　子
丸　田　正　行
武　市　佼　訓
森　　　敏　弘

6名 16名 2名 26名 5名 11名 16名
以上82名の方が米寿を迎えられます。これからもお元気でご活躍ください。（令和 4年 9月 1日現在）
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令和 4年 9月 1日現在　敬称略
東　　　方 西　　　方

森　本　アサノ 女 103 上分

横綱

上　山　フ　イ 女 102 神領
森　本　ト　ヨ 女 101 下分 杣　戸　勲　代 女 101 下分
東　　　十美子 女 100 阿川 赤　木　利太郎 男 100 広野
坂　東　義　子 女 100 広野 鎌　田　　　榮 男 100 上分
岡　山　クニヱ 女 100 下分 大　西　マサ子 女 100 神領
上　野　ミヨ子 女 100 鬼籠野
佐々木　光　子 女 99 下分

大関
大　平　ユキ子 女 99 神領

森　　　　　明 男 99 下分 倉　良　政　代 女 99 神領
福　田　　　實 女 98 上分

関脇

倉　良　昌　子 女 98 神領
岡　本　未千枝 女 98 広野 尾　道　フサヱ 女 98 広野
森　本　ツネ子 女 98 上分 佐々木　ミヤ子 女 98 鬼籠野
林　　　リキノ 女 98 広野 松　本　豊　子 女 98 神領
森　長　　　基 男 98 上分
竹　添　幸　子 女 97 広野

小結

住　友　ミチコ 女 97 上分
前　場　フサ子 女 97 左右内 永　正　治　美 男 97 広野

　　　シゲコ 女 97 神領 大　石　花　子 女 97 神領
平　岡　幸　一 男 97 神領 林　　　安　男 男 97 上分
山　田　ヨシミ 女 97 神領 籠　畑　やす美 女 97 神領
伊　勢　ユタカ 女 97 下分 野　中　ヤス子 女 97 阿川
中　村　糸　子 女 97 鬼籠野 相　原　シケコ 女 97 阿川
川　上　金　子 女 97 下分
木　元　富　江 女 96 下分

前頭

草　本　幸　子 女 96 下分
松　浦　壽　子 女 96 下分 山　口　カ　ネ 女 96 下分
大　西　芳　市 男 96 神領 佐々木　クニヱ 女 96 鬼籠野
森　岡　康　之 男 96 下分 山　口　コギク 女 96 広野
後藤田　春　子 女 96 左右内 貞　政　ミツ子 女 96 阿川
宇　原　光　子 女 96 阿川 矢　武　國　枝 女 96 広野
伊　勢　君　子 女 96 下分 永　正　トミヱ 女 96 広野
貴　田　スギ子 女 96 広野 阿　部　千枝子 女 96 鬼籠野
谷　　　君　子 女 96 神領 大　藤　良　子 女 96 下分
森　岡　經　子 女 96 下分 久　保　美代子 女 96 下分
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まちの公共交通
変わる

　7月11日から20日にかけて
上分、下分、阿川、神領、広野、
鬼籠野と巡回し、延べ85名の方が参加してくれました。「便利になって助かる」「免許返納したら使いたい」
という期待の声と同時に、「利用者が多くなって車が足りなくなるのでは？」とか「徳島バスを使う人がいなく
なるのでは？」といった不安の声も聞こえてきました。
　冬以降に再度説明会を開き、より細かい内容や登録方法についてお伝えする計画ですので、ご案内を
お待ちください。

6地区公民館で
説明会を開催

地域アプリを開発中

タブレットを無償貸与
タブレットをお持ちでない方について
は、ケーブルテレビ加入世帯を基に、
70歳以上の高齢者がいる世帯に1台、
希望があれば無償で貸与いたします。
対象者には10月以降に郵送で希望を
伺いますので、希望の有無をお知らせ
ください。

※画面は開発中のものです

　新しくスタートする地域のクルマ（仮）の利用予約は、今まで
どおりの電話で大丈夫です。さらに将来性や利便性を考慮し、
スマートフォンやタブレットからも予約ができるアプリを開発し
ています。アプリを使うと予約情報が確認でき、前日には「明日
○時に予約が入っています」という連絡をしてくれるので、うっか
り忘れることがありません。
　開発中のアプリには、車の予約以外に、まちの出来事を動画
で見たり、ゴミ出しカレンダー、緊急情報、防災無線の再生、広報
かみやま等の電子回覧板、ビデオ通話機能などが盛り込まれる
予定です。また高齢者にも優しい画面を設計しています。
　こういったアプリは一般的に「地域アプリ」と呼ばれており、生
活に密着したお知らせや、様々な地域情報を住民にお知らせす
ることによって、より便利で豊かな暮らしを提供できます。来年3
月には開発を終える予定で、無料でダウンロードできます。

　今年の夏も暑く、熱中症には警戒が必要だったかと思います。
　皆さんはどのような対策をされていたでしょうか？私はふるさ
とふれあいTVで学んだ「大量の汗をかいた日には少量の塩分を
補給する。」ことを意識しておりました。お盆過ぎから少し涼しく
なった気もしますが、油断は禁物とのことです。皆様も残暑が続
きますので、お身体や体調に充分お気を付けください。� （松田)

編集後記

次回号でも、情報提供をしますが、不明な点があれば役場総務課へお問い合わせください。

広報に関するお問い合わせ
神山町役場総務課
TEL.088-676-1111

［IP 2001］
soumu@kamiyama.i-tokushima.jp

https://www.town.kamiyama.lg.jp/
神山町
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